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ンターフエロンと放射線療誌の併用に関する蕗床治験を
行なった。接尾したインターフヱロンは，当教室におい
て， PVP-Fi.C法により分離された正常ヒト.!Jンパ球
を使用し，センダイーウイルスで誘発製造，精製したも
の〈比活性工-2 x107単位/mg蛋岳)を用いた。イン
.，1週単往/吾，2X107~5x106タ}フエロン投与量は 
2田投与した。放射線罵射量は200-50Orad/13，総照射
線量は2000--5000radであった。
設射線照射直後にインターフエロン投与することによ
り，乳癌，霧脱癌症例では総照射線量を2000radと減量
しても，極めて良好な居所コントローノレが得られた。し
かし肺癌症例では有効侭は 11列で， 2例は無効果であっ
た。また転移病巣に対してはインターフエロン，化学療
法の併用を行なっても，有効例はみられなかった。 
16.進行事L癌に対する，一回大量震射法による議前窺
射の塁手、射効果
加藤和雄 (医療センター・外〉
幡野和男，此技紘一，郵厨諺ー
(同・放〉
癌の放射線治療は，癌細胞に対する直接障害に加え，
謹の免疫も重要な役割を漬じる。
われわれ註，進行乳癌に対し， -@l大量照射による衛
前照射を行い，黒射効果を検討した。対象は， Stage I 
-IV26例，平均年齢57.6歳。産接照射効果は， 24例中， 
18椀に認め，癌実繋内に細胞4性反応を認めたもの誌14例
であった。転移巣に Abscopale笠ectを認めたものは， 
26挺中10例であった。結胞性免疫に関する検査では， ヲ
ンパ球数，幼若往率， T細胞数，各種皮内反応にて，東
射後は，増強傾向を示した。
一回大量黒射による備前照射は，当然免疫龍が低下し
ているのであろう進行乳密に対し，少くとも免疫龍を薮
下させることのない新しい照射治療法といえる。 
17.乳癌譲合察法後の再発例の検討
飯田 孔陽(千葉県がんセンター放治科〉
昭和47年より 7年間の詞に，当競での乳嘉手術，術後
放射線治療， 化学療法等の複合療法を行った症例は 146
例であるが，このうち32例の再発，転移症例が確診され 
Tこ。
再発，転移を起した各痘伊tl~こ対して首肯し得る要因を
探ると，臨床病期が進むに従ってその再発率も増加する
領!向は当恭のことであるが，手術時芦ンパ節転移陽性の
これと臨E友病期分類との関孫をみると， 8額以上の症例
では病第の進展に伴って増加の傾向をみたが， 0橿の症
例でも43例中 2僚に， 1""" 2信症例で35例中 3例に蕗床
病期とは無関孫に再発をみた。例外的と無視するには大
きな数値であり，内分秘境法を含めた全身療法はもとよ
弘局所療法としての放射謙治療の在り方につき検討を
加えたい。 
18.子宮頚癌のリンパ管造影所見と追加黒射の検討
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子宮頚謹放射線治療の予後を左右するリンパ節転移鵠
御を吾的にリンパ管造影を施行し転移ありと診断した群
への錨別的 Boost追却照射を試み， 明らかに治療成績
の向上が認められたので照射法，線量との関係を報告し
た。全体の 5年生存率は Z期 (92士 7%)， n期 (74土 
3%)，mA (52土 4%)，mB (51土 5%)であった。
豆期の群では 46Gy-60Gyの間に生存率需に有意の差
は認めなかったがE期特に mBに関し著明な改善が認め
られ軍吉の外照射隷量と生存率との関俸は 40-50Gy 
(25:!: 7弘)， 50-56Gy (37土 7%)に対し追加照射し
た群の56~60Gy で (68土 7%) であった。又線量分右
前には 1800 pendel 照射が理想、的であ~， 4 fI号照射では
田転中心80cmの TA豆より SSDが妥当である。 
19.陽子縁治療について
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〈放医研〉
放匿研では昭和54年10月から医用サイクロトロンによ
る陽子線治療を開始した。陽子線治療の特徴はそのすぐ
れた線量分布(プラッグ・ピーク)で，大銀量を腫蕩に
窯射しても罵囲正常組識の放射線障害を少なく出来る点
にある。現在の陽子線のエネルギーは70MeVで，対象
疾患泣浅在性彊壌にかぎられるので，研究目的は治境技
衝の改善 (X線 CTの治境計画への tt用， ボーラス・
患部の匡定技街の検討など)， 正常組織反応の観察， 治
療の手順の研究，などである。燕射線量は4000ラド， 4 
分割， 22日間 (TDF120)を基本にしている。 56年末
迄に14例の治療を行なって，腫蕩制御8悦半分以上縮
少 3例， Salvage opl 3例，又皮膚反広で Drydesqua-
mation: 4伊tl，話oistdesquamation: 10例の成鎮をえ
ている。
額以上と分け，8圏および4~，.3橿，1--2昆01掴数を 
